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「
そ
ば
ネ
ッ
ト
埼
玉
」
は
蕎
麦
打
ち
の

団
体
で
は
珍
し
い
�
 

組
織
で
あ
る
。

前
身
は

一
九
九
五
年
に
設
立
し
た
「
分

桜
流
・
彩
国
蕎
麦
謹
蓄
の
会
」
。二� 0
0

一二
年
に
「
き
い
た
ま
蕎
麦
打
ち
倶
楽
部
」

と
名
称
を
変
更
し
、
�
 
五
年
に
県
内
の

蕎
麦
打
ち
愛
好
団
体
を
ま
と
め
て
�
 

組
織
を
つ
く
っ
た
。

に
参
集
し
て
い
る
の
は
全
十

二
団
体
(
き
い
た
ま
蕎
麦
打
ち
倶
楽
部
、

分
桜
流
・
彩
次
郎
蕎
麦
打
ち
会
、
熊
谷

そ
ば
打
ち
愛
好
会
、
久
喜
そ
ば
倶
楽
部
、

吹
上
そ
ば
打
ち
会
、
高
山
観
光
大
使
、

那
須
手
打
ち
蕎
麦
倶
楽
部
、
杉
戸
麺
打

愛
好
会
、
所
沢
手
打
ち
そ
ば
う
ど
ん
の
会
、

森
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
、
蕎
麦
道
場
恒

持
庵
、
下
野
そ
ば
の
会
)
。
個
人
会
員
も
�
 

正
会
員
年
会
費
は
、
個
人
二
千
円
、
団

* 

* 

*

会
長
の
阿
部
成
男
さ
ん
の
前
職
は
埼

玉
県
庁
の
職
員
。
二
十
代
の
頃
、
先
輩

に
教
わ
っ
て
う
ど
ん
打
ち
を
始
め
、
四

十
歳
か
ら
蕎
麦
打
ち
に
転
向
し
た
そ
う
だ
。

キ
ャ
リ
ア
の
長
い
阿
部
さ
ん
の
蕎
麦

打
ち
の
技
術
・
知
識
は
車
越
し
て
い
る
。

昨
年
は
八
五
麺
協

(
全
国
麺
類
文
化
地
域

間
交
流
推
進
協
議
会
)
が
認
定
す
る

「素

人
蕎
麦
打
ち
段
位
」
の
最
高
段
位
で
あ

る
五
段
を
取
得
し
た
。
五
段
の
取
得
者
は、

阿
部
さ
ん
を
入
れ
て
全
国
で
八
人
し
か

い
な
い
。
だ
が
、
阿
部
さ
ん
は
特
別
扱

い
を
好
ま
な
い
人
柄
で
、

N
P
O
で
は

誰
か
が
師
匠
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

皆
で
教
え
合
う
。

県
庁
時
代
は
「
新
都
心
建
設
副
局
長
」

を
務
め
、
都
合
十
年
ほ
ど
街
づ
く
り
に

含
め
る
と
、
約
五
百
三
十
会
員
が
「
そ

ば
ネ
ッ
ト
埼
玉
」
に
結
集
し
て
い
る
。

体

一
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
�
 

蕎
麦
打
ち
団
体
最
大
規
模
の

N

P

O

日
曜
営
業
の
蕎
麦
庖
も
運
営

法
人
「
そ
ば
ネ
ッ
ト
埼
玉
」
会
長

「第
二
の
人
生
」
を
蕎
麦
打
ち
普
及
に
捧
げ
る
埼
玉
県
庁

住
所
/
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
四
の
二
六
一
の
五
高
山
村
大
使
館
二
階

メ
ー
ル
/
日
�
 

コ包⑨」口。ョ・� 2
0

ョ。・コ� 0
・

阿
部
成
男
さ
ん
で

日
本
で
八
人
し
か
い
な
い
全
麺
協
五
段
位
。

会
の
目
標
は
「
手
打
ち
蕎
麦
を
通
じ
て
人
の
輪
(
和
)
を
広
げ
る
」

N
P
O

oumw

O
B

か
か
わ
っ
た
。
�
 

の
事
務
所
は
、

そ
の
「
さ
い
た
ま
新
都
心
駅
」
を
降
り

て
二
�
 1
三
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
。

五
十
七
歳
で
「
県
庁
に
は
定
年
が
あ

る
が
、

蕎
麦
は
一
生
」
と
県
庁
を
辞
め
、

す
ぐ
に
�
 

を
立
ち
上
げ
た
。

組
織
に
し
た
の
は
「
任
意
向
体
で
は

趣
味
の
集
ま
り
だ
ね
、
と
し
か
受
け
止

め
ら
れ
ず
、
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と

個
人
の
名
前
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い

に
な
る
と
社
会
的
に
認
め
ら
れ

る
し
、
よ
り
責
任
を
自
覚
す
る
」
か
ら

だ
と
い
う
。

実
際
、
�
 

の
定
款
で
は
、
組
織

目
的
と
し
て
「
伝
統
食
文
化
と
し
て
の

『
手
打
ち
そ
ば
』
の
普
及

・
啓
蒙
を
図

る
と
と
も
に
『
手
打
ち
�
 
て
ば
』
を
通
し

て
社
会
奉
仕
活
動
を
実
室

六

思
議
註

会
に
貢
献
す
る
」
と
う
七
っ

て
いご
�
 -

「蕎
麦
を
通
じ
た
地
按
社
会
貢
町
一
を


モ
ッ
ト
ー
と
し
、

「
埼
玉
の
蕎
麦
を
塁
�
 
λ


に
し
た
い
」
と
阿
部
さ
ん
は
語
る
」
あ


く
ま
で
阿
部
さ
ん
の
頭
に
は
「
地
域
の


た
め
に
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
。


「
そ
ば
打
ち
教
室
」
は
事
務
所
の
二
階


で
行
わ
れ
る
。

「
水
曜
コ
�
 
ス」

「土
曜


コ
�
 ス
」
「
日
曜
コ
�
 
ス
」
の
一一
一
つ
が
あ
り
、


常
時
、
九
人
ほ
ど
が
学
ん
で
い
る
。


ほ
か
に
、
「
指
導
者
コ
ー
ス
」
と
い

う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
の
が
目
を
引
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、

特集*蕎麦打ちの「イ云導官利

く。

一一一カ
月
に
六
回
を

一
期
と
し
て
、

年
に
四
期
実
施
し
て
い
る
。
指
導
者
の

育
成
は
、
各
地
で
教
室
が
開
け
る
よ
う
に
、

と
企
画
し
て
い
る
。
人
材
育
成
、
指
導

者
育
成予」
そ
蕎
麦
の
普
及
を
支
え
る
、

ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
必
要
か
、
理
由
を

と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

阿
部
さ
ん
は
、
こ
の
指
導
者
コ 

l
ス

い
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
に
据
え
て
い
る
。
指
導
者
コ

ー
ス
の
最
終
日
に
は
「
習
熟
度
診
断」

の
テ
ス
ト
が
あ
り
、
蕎
麦
打
ち
の
実
力

が
上
が
っ

た
か
を
見
る
、
四
十
分
内
の

実
技
、
教
え
方
を
見
る
た
め
に
対
面
で

実
技
を
や
り
な
が
ら
、
理
解
度
を
見
る
。

ま
た、

阿
部
さ
ん
が
会
長
の
さ
い
た

ま
蕎
麦
打
ち
倶
楽
部
で
は
施
設
へ
の
慰

問
を
続
け
て
お
り
、
事
業
の

一
つ
の
柱

と
し
て
い
る 
D

前
身
か
ら
数
え
る
と
、

老
人
ホ 

ム
訪
問
だ
け
で
も
十
年
間、

l

五
千
食
は
蕎
麦
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
計

算
に
な
る
と
い
う
。

* 


* 


*


実
践
活
動
の
一
環
と
し
て
、
「
日
墜
庵
」

と
い
う
庖
も
や
っ
て
い
る
。
蕎
麦
屋
を

構
え
て
い
る
蕎
麦
打
ち
団
体
は、

り
珍
し
い。

日
曜
庵
は
事
務
所

一
階
に
あ
る
。
原

則
日
曜
日
ご
と
に
開
庖
、
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
営
業
し
て
い
る
(
約

百
二
十
食
で
売
り
切
れ
閉
店
)
。
「
も
り

そ
ば
」 

(五
百
円
)
、
「
鴨
南
蛮
そ
ば
」
(八

百
円
)
等
の
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
。

閉
庖

時
間
ま
で
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
。

値
段
が
や
や
安
い
か
ら
、
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
打
つ
人
、
出
す
人
、
す
べ

て
「
素
人
」
の
初
々
し
き
が
受
け
て
い

る
ら
し
い
。

阿
部
さ
ん
は
「
(
日
曜
庵
は
)
蕎
麦
の

普
及
活
動
に
な
る
し
、
会
員
の
勉
強
に

も
な
る
。
と
も
か
く
、

技
術
の
向
上
仁

3
.

つ
な
が
り
ま
す
」
と
話
す 

の
先
生
に
立
つ
こ
と
が
多
い
。
「
教
え

方
を
教
え
る
」
こ
と
を
基
本
と
し
、
「
な

写真上右は「習熟度判定会jの模様。緊張感が伝わってくる

写真上左は見事合格した会員に修7証を渡す阿部さん� (右)

写真下は開鶴式で挨拶する阿部さん(右)

‘~，
:'fJん喜

楽
本
議

榎山内 

榎本さんが主宰する 「杉戸麺打愛好会Jは、設立後、� 

4年ほどがたつ。会員総数は現在44人。榎本さんは全

麺協認定段位の初段だが、他の会員に段位を持つ人

が3人し唱。榎本さんは「そ(J'ネット埼玉Jの道場に通っ

て腕を磨いた。「会費も安いし、会長の阿部さん蛤め、

スタッフの方がみなさん親切jなところか.魅力だという。

パソコンや陶芸、絵手紙等、榎本さんの趣昧は広いが、

蕎麦の魅力とは「究めても究めても、先があることJ(複

本さん)。

蕎麦打ちで幾しいのは、やはり水回しだという。仲間

同士でお互いが打った蕎麦を品評し合うが、「あんたの

空気を抜いているは練って空気を入れているJiいや、

んだよ」と議論するのが楽しし、。

「そ(J'ネット埼玉jの教室では、わからないことがあれば

すぐぶつける。恥ずかしいとは思わず、初歩的なことでも

聞くことができる和気藷々とした雰囲気があり、この気さ

くさも、仲間うちのL刊、ところだと感じている。

神田生まれで神田育ちの榎本さん。チャキチャキの

江戸っ子である。「なのに、どうして埼玉の杉戸に?Jと
聞くと、r40歳の時に移住したんですよ。田舎に憧れてJ
とのこと。住んでいるところは自然豊かで、福島県から来

た人が「うちの方より田舎だよ」といったとか。ここで蕎

麦も栽培している。

秋葉原にビルを持つ、という「趣味悠々jの人c名刺

の裏にはr(蕎麦を)打たせてもらえれば実費のみでやら

せていただきますJと書いであった。 か
な

61.2008/vo23 者喜来春氷� 


